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研究成果の概要（和文）：日本語の特殊拍の知覚において、韻律情報（特に基本周波数（F0）の変動）や隣接要
素の持続時間がどのように影響するかを調べるために、日本語母語話者を対象とした知覚実験を実施した。長音
と撥音の比較や、語内の位置による影響の比較を通して、母音持続時間以外にも、F0変動や隣接する分節音の音
声的な持続時間と音韻的な長短の判断、語内の位置、被験者の方言などの様々な要因が日本語の母音の長短の知
覚に影響することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Perceptual experiments were conducted to examine whether the perception of 
Japanese vowellength is affected by suprasegmental and temporal factors, including the fundamental 
frequency (F0) of vowels, phonetic duration and perceived phonological length of the adjacent 
segments. Native listeners of Japanese participated in the experiments. The results suggest that, in
 addition to vowel duration, various factors such as dynamic F0, phonetic duration and perceived 
phonological length of the adjacent segments, position in a word, and dialects affect the perception
 of Japanesevowel length.

研究分野： 音声学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人間の音知覚に関して、言語音の知覚が非

言語音の知覚と共通した基盤によってなさ
れるという立場と、言語音特有の知覚様式が
存在するという立場が存在し、論争が続いて
いる。この種の議論は主に心理学の分野で扱
われてきたが、言語音の知覚に関する議論で
あるにもかかわらず、言語学や言語習得理論
の観点からの分析・議論が行われてこなかっ
た。本研究は、日本語の特殊拍（長音・促音）
の知覚について、言語学及び言語習得の理論
的な知見を取り入れた知覚実験を行うこと
で、どちらの立場による説明が妥当であるか
を調べ、人間の音知覚の理論に資することを
目指すものである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語の特殊拍である長音を

主な研究対象とし、その知覚に対して基本周
波数（F0）変動がどのように影響するのかを
多角的に検討することによって、長音の知覚
と F0 変動の関係を明らかにしたうえで、F0
変動の影響に関して言語普遍性や言語音特
有の知覚過程が存在するか否かを明らかに
することを目的とする。 
さらに、日本語母語話者と日本語を母語とし
ない日本語学習者の知覚のパターンを比較
することにより、要因間の相互作用が生まれ
るメカニズムを明らかにすることも目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日本語の長音の知覚のメカニ

ズムをより詳細に解明するため、主に以下の
3点に着目して知覚実験を実施した。 
 
(1) 長音と撥音の比較 
日本語の特殊拍の一つである撥音につい

て、F0 変動の影響が観察されるかどうかを知
覚実験を実施して調べる。これにより、長音
の知覚において観察された F0 変動の影響が
より一般的なものであるかどうかを明らか
にする。 
 
(2) 語内の位置による比較 
長音の知覚における F0 変動の影響の現れ

方が、語内の位置によって異なるかどうかを
知覚実験により調べる。具体的には、過去の
研究で 3音節語の第 1音節と第 3音節の母音
について指摘されてきた事柄を再検証する
とともに、まだ調べられていない 3音節語の
第 2音節の母音の長短の判断について、F0 変
動がどのように影響するかを明らかにし、こ
れまでの研究結果と比較することにより、共
通のメカニズムが働いているかどうかを確
認する。 
 
(3) 特殊拍の知覚に対し、隣接する分節音の
音声的な持続時間と音韻的長短の判断が及
ぼす影響の比較 
日本語の特殊拍の知覚において重要だと

される子音や母音の「長さ」について、音声
的（物理的）な持続時間としての長さと、話
者に知覚された母音や子音の音韻的な意味
での長さを区別して知覚実験を行うことで、
音声的な持続時間と音韻的な長短がそれぞ
れどのように知覚に関与するのかを調べる。
具体的には、日本語の 2音節語の母音と後続
子音の持続時間を操作し、長音と促音から成
る超重音節に至る音声連続体を作成し、それ
を刺激として用いた知覚実験を実施する。 
 
４．研究成果 
(1) 長音と撥音の比較 
長音と撥音の知覚に F0 変動が及ぼす影響

を調べたところ、以下の図 1に示すような結
果が得られた。F0 変動の現れ方は長音と撥音
の間で異なっていたことから、長音と撥音の
知覚に関して、F0 変動の生じるメカニズムが
異なっている可能性があることがわかった。
さらに、長音に知覚については、筆者自身の
先行研究の結果と異なる傾向が観察され、F0
変動の生じ方には被験者の方言の影響があ
ることも示唆された。 
 
(2) 語内の位置による比較 
長音の知覚に対する F0 変動の影響の現れ

方を、3 音節語の第 1～第 3 音節の母音につ
いて、本研究および筆者が過去に実施した研
究結果を比較したところ、F0 下降が長音の知
覚を促進するという一般的な傾向が観察さ
れた。ただし、被験者の方言によってはこう
した傾向が観察されない場合があったこと
から、今後さらなる調査が必要である。また、
F0 上昇の影響は語内の位置によって現れ方
が大きく異なっていた。この点については、
F0 変動が変動することによる影響と、F0 変
動の開始時点における F0 の影響を分けて考
えることで解決することができる可能性が
示唆された。 
 
(3) 特殊拍の知覚に対し、隣接する分節音の
音声的な持続時間と音韻的長短の判断が及
ぼす影響の比較 
F0 変動の影響とは別の観点から、特殊拍の

知覚における隣接する分節音の「長さ」の影
響について、音声的な持続時間と音韻的な長
短の判断の 2つを分け、両者の影響を調べる
実験を行った。その結果、音声的な持続時間
と音韻的な長短の判断はそれぞれ全く別の
形で働くことが明らかとなった。 
 
なお、当初の研究目的の一つであった日本

語母語話者と日本語学習者の比較について
は、日本語母語話者の知覚の傾向そのものが
当初の想定とは異なっていたため、日本語学
習者と比較するための基礎部分が不十分で
あると判断し、実施を中止した。 
事業全体を通して、日本語の特殊拍の知

覚に関係する様々な要因間の相互作用の詳
細を明らかにする中で、従来の研究で用い



られてきた「F0 変動」や「長さ」といった
概念を再定義することで、様々な現象をよ
り一般化して捉えることが可能となること
を指摘した。 
 
 
図 1: 長音と撥音の比較（雑誌論文(1)～
(3)より） 
(1). 3 音節語第 1音節の長音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2). 3 音節語第 1・第 2音節間の撥音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3). 3 音節語の第 2音節の長音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4). 3 音節語の第 2・第 3音節間の撥音 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図 2: 特殊拍の知覚に対し、隣接する分節
音の音声的な持続時間と音韻的長短の判断
が及ぼす影響の比較（図書(2)より） 
 
(1). 促音の知覚に対する先行母音の持

続時間及び先行母音の音韻長の影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2). 長音の知覚に対する後続子音の持

続時間及び後続子音の子音長の影響 
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